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１．はじめに
広義の子ども教育として，未就学児童を対象とした
保育・教育分野では，音楽・絵本・アニメーション・
手遊び・折り紙など様々な子ども文化特有のコンテン
ツが扱われる．これらについての情報は書籍のほか，
旧来からの視聴覚メディアによって提供されている場
合が多い．しかしながら，複数の教育者がその必要性
に応じて閲覧することが難しかったり，対象者や地域
性などに起因する多様さがあったりして，既製のもの
では利用目的に合致しない場合がある．また独自に制
作する場合，その素材の収集から編集や配布までを単
独で行う場合には非常に負担が大きい．
一方，映像入力機器の低価格化や携帯情報端末
（PDA，スマートフォン）へのカメラ搭載によりビ
デオ素材の作成と利用が容易になってきている．また
従来は映像を含むマルチメディアコンテンツの利用に
は PCの利用が不可欠であったが，スマートフォンの
高性能化やネットワークリソースの充実もあって，
Webアプリケーションを介して場所を問わず共有す
ることが容易になってきている．
従って，これまでの文字中心のコンテンツの共有・
編集を発展させ，静止画や音声，さらに動画を含むよ
り多様なコンテンツを子ども教育に活用していくこと
は非常に有用であると考え，そのコラボレーション基
盤の構築を目指すこととした．
２．学習管理システム
様々な学習リソースをWeb上に配置しその利用履
歴を管理できる学習管理システム（Learning Man-
agement System :LMS）の利用が広がってきている．
子ども文化特有の映像コンテンツを複数の教育者がその必要性に応じて閲覧できるようにする
ことが求められている．しかしビデオテープやDVD等の従来のメディアでは閲覧できる人数や
時間が限定的であり，また地域や対象が限定的なコンテンツの制作・配布コストは大きい．一方，
映像入力機器の低価格化や携帯情報端末へのカメラ搭載によりビデオ素材の作成と利用，その
Webアプリケーションを介した共有なども容易になってきている．これらビデオ素材を教育の
ための授業で活用するには，教師の配信設定に加えて，学習者が作成するビデオ素材の授業内共
有も行なえることが求められる．これらの問題を解決するため，学習管理システムとビデオ配信
プラットフォームシステムを連携するシステムのプロトタイプを構築し，将来の様々な授業でマ
ルチメディアコンテンツの共有利用を目指すこととした．
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様々な授業の時間内外で，教師が学生に資料を提示し
たり，掲示板（フォーラム）を設置し議論を促したり，
オンラインでのテストを実施したり，学生が作成する
レポート等の課題ファイルの回収と評価を行うことが
容易に行なえる．また，これらの利用履歴（資料の閲
覧日時や回数，投稿量等）により，評価を効率よく行
うことも可能である２）３）．
これまで，LMS上で利用されるコンテンツはテキ
スト中心であり，場合に応じて静止画像が利用される
程度であった．コンテンツとして動画像を利用するこ
とは，教師や学生の撮影や編集のための技術が必要と
される点や，その配信のためにネットワークリソース
の要求仕様が高いことなどから負担が大きく，頻繁に
利用されてこなかったと考えられる．
しかしながら，授業内で利用される資料としても，
物事のプロセスを解説するための動画資料や音声その
ものを学習者に提示することは，理解を容易にすると
考えられ，一部の授業ではファイル化した動画像デー
タをLMSサーバ上にアップロードし利用している．
また専用の動画配信用サーバを構築し，ｅラーニング
コンテンツを提供する場合もあるが，比較的高価なシ
ステムが必要となり，さらに学生側からの動画の投稿
が柔軟にできるシステムの構築はコストが大きい．
３．動画共有Web サイト
Web上にユーザが撮影した動画を容易にアップロ
ードし，多数の閲覧者がオンデマンドで利用できる
Webサービスが広がっている．
その代表的なサービスの例はYouTube１）であり，
大容量の動画コンテンツ共有をWeb上で行なえる
（図２）．従来のビデオ配信システムと比較して，投
稿者は動画コンテンツのファイル形式をあまり意識せ
ずにアップロードが行える（WMV, ３GP, MOV, MP４,
MPEG, FLV, MKV）．PCのWebカメラやスマート
フォンに内蔵されているカメラで撮影した映像もその
場でアップロード可能であるため，ビデオカメラから
PCへのキャプチャが不要で，より投稿が手軽に行な
える．
一方それらのデータは自動的に変換され，広く普及
したFlash Video 用のプレイヤーによりブラウザの
差異を意識せずに閲覧することが可能である．また，
コンテンツの評価が可能であったりコメントの記入が
可能だったり，object タグによる他のサイト（ブロ
グや通常のページ）への埋め込みが可能だったりする
点も圧倒的な利用者数の要因となっている．さらにキ
ーワードによる動画コンテンツの検索が高速に行える
のみならず，指定したタグにより関連する動画を辿る
ことができる．
このような利用の容易さから授業で動画教材を積極
的に活用する取組もなされてきている．LMSで学生
に提示する資料の一つとして動画共有サイトにアップ
ロードしたコンテンツへのリンクを用いることも可能
である．学生もLMSとは別に動画共有サイトにユー
ザ登録をし，課題として自身で撮影・編集した動画を
示すことは可能である．しかしながらコンテンツは不
特定多数の閲覧者に公開されることが一般的である．
また閲覧者を限定することも可能であるが，それが
SNS的な方法でなされる為，授業内に閲覧者を限定
するのには不向きである点が欠点としてあげられる．
またLMSとの一体的な利用環境を提供するという点
から類似したオンプレミスでの動画共有システムが構
築されれば有用であると考えられる．
図１ 代表的な動画共有サイトYouTube
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４．システムの構成
４．１．オープンソース LMS Moodle
オープンソースのLMS Moodle４）は，拡張性が高く
高機能でありながら安価に設置が可能であることなど
から，世界中の多くの教育機関等で利用されている．
主にLAMP（Linux, Apache, mySQL, PHP）等の環
境で動作する．本学でもMoodle（１．９６）が運用され
ており，既に様々な授業で利用されている（図２）．
Moodle では PCで扱うファイルを，そのままサー
バ上に保持することから，様々なファイルを教材とし
てコースページ上にリンクとして配置することができ
る．その一つとして，音声ファイル（mp３等）や動
画ファイル（mp４, flv 等）といった文書以外のファイ
ルも扱うことが可能である．
またマルチメディアプラグインにより，それらの
URI に含まれるファイル拡張子に基づいて，適切な
プレイヤー（Jeroen Wijering's FLV Player 等）が
提供され，ユーザは外部アプリケーションを用いる必
要なくページ内に音声や動画が埋め込まれた形で閲覧
することが可能である．このプレイヤーはAdobe 社
が各ブラウザ用に提供するAdobe Flash Player によ
り実現されているため，ブラウザやOSの差異をある
程度吸収することができている（図３）．
しかしファイル形式の差異が自動的には吸収できな
い点や，動画コンテンツのストリーミング配信などが
不可能な点，統一的なコンテンツ管理が出来ない点な
どが欠点としてあげられる．
４．２．動画配信プラットフォーム Kaltura
Kaltura５）は，Kaltura 社の SaaS として開発され利
用されている動画配信プラットフォームであるが，そ
のオープンソースシステムとしてGNU GPLv３ライ
センス下にてKaltura CEが公開されている．これに
より，高機能な動画配信を安価に構築することが可能
となっている．
機能としては，独自のプレイヤーやプレイリストに
よる配信，高機能なコンテンツの管理（コンテンツの
一括アップロードや視聴制限，フィードによるシンジ
ケーションの機能，アクセス解析等），コンテンツの
リコメンドも可能となっている．これらはKMC（Kal-
tura's Management Console）上で動画コンテンツ
を集約して管理・設定することが可能となっている
（図４，図５）．
図３ Moodle マルチメディアプラグイン
図２ オープンソースのLMS Moodle
図４ Kaltura's Management Console
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また，オンラインビデオエディタによるノンリニア
編集を備えている（動画と静止画のリミックス，オー
ディオの取り込み，トランジションの追加，テキスト
の追加）．このようなビデオ編集は，従来ローカル PC
で専用ソフトを用いて行う必要があった作業である．
（図６）このような機能がWebアプリケーションに
統合されることで，コンテンツの収集と編集および配
信がサーバ上で完結できるのみならず，多数のユーザ
が協働して映像制作することが実現できることになる．
また，様々なページ内へ object タグによりプレイ
ヤーの埋め込みが可能となっており，そのプレイヤー
のカスタマイズも可能となっている．これにより，ブ
ログシステムやCMS（Contents Management Sys-
tem）などのWebアプリケーションで管理されるペ
ージに容易にコンテンツを配置することができる（図
７）．
さらに，Kaltura の API は公開されており，その
利用により，CMS（Joomla, WordPress 等）や LMS
（Moodle, BlackBoardLS, Sakai 等），Wiki（Me-
diaWiki, Tiki 等）との連携も可能となっている．
４．３．Kaltura Moodle plugin による連携
Kaltura の API の利用により，様々なWebアプリ
ケーションとの連携が可能であるが，その一つとして
Moodle 用プラグインが制作されている（図８）．こ
のプラグインにより，教師はコースページのリソース
として容易に動画コンテンツをKaltura のコンテン
ツ管理のもとアップロードすることができ，必要に応
じてオンライン編集を許可することも可能である（図
９）．また，スライド素材と並列に同期しビデオを提
示することも可能となっている．
図５ KMCでのコンテンツのプレビューと設定
図７ 埋め込み用タグの生成
図６ オンラインビデオエディタ
図８ Kaltura Moodle plugin の導入
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さらに，動画コンテンツの課題提出についても，
Kaltura のコンテンツ管理のもとアップロードされ，
教師側も一覧によって提出状況を確認できる．（図１０）
５．各配信方法の比較
ここまでのMoodle と動画配信システムの組み合わ
せをまとめ，比較すると以下の様な特徴がある．
 Moodle 単体（標準プレイヤーの利用）
課題やフォーラムでの利用が容易で，単に PC上
で動画ファイルのアップロードをLMSサーバに
行うだけでよい．しかし動画コンテンツ管理の柔
軟性に乏しく PCローカルでの編集が必要になる．
また，LMSサーバの負荷は動画配信と兼ねるこ
とで，さらに高くなる．
 Moodle＋YouTube 等（埋め込みやリンク）
コンテンツ管理の柔軟性が高い．動画サーバへア
ップロードする際にファイルタイプの違いを吸収
できる点やコメントの管理ができ，必要に応じて，
コンテンツを他のWebアプリケーション上で利
用することもできる．しかし公開範囲を限定した
い場合に，非公開（限定ユーザ共有）とする必要
がある．コンテンツの公開範囲をLAN内に限定
することが難しい．また，ユーザ毎の合計容量や
コンテンツ毎の容量に制限がある．
 Moodle＋Kaltura（埋め込みやリンク）
コンテンツ管理の柔軟性が高い．動画サーバへア
ップロードするファイルタイプの違いが吸収でき
る．プラグインにより，Moodle における課題提
出やリソース設定と連携ができる．オンプレミス
での運用により，コンテンツを独自に管理するこ
とができる．
６．授業利用の計画
現在，テストサーバ（CentOS５．５+XAMPP１．７．１,
JRE１．６）においてMoodle １．９．９およびKaltura CE
v２．０．２による教材配信環境の動作検証をすすめてい
る．現行のKaltura CEはデバッグのためのコードが
多く残っており，また，システムの安定性も十分では
ないが，今後の実運用に向けて，筆者担当の授業や協
力が得られる教員による授業で以下のような目的の利
用を計画している．
 幼児教育用ビデオ教材（弾き歌いや絵本の朗読）
図９ リソースとしてKaltura 上の動画を指定
図１０ 課題として動画提出を指定
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の作成演習
 学習アニメーションの作成演習
 地域の取材・インタビュービデオの共有
 折り紙や工作の制作過程の記録
 理科実験器具の利用方法解説ビデオの制作
複数の学生が作成するこれらのコンテンツは，学生
の許可の元，他の学生・翌年度の学生の利用のための，
素材としても再利用を行っていく．これにより動画コ
ンテンツをベースとした集合知としてのビデオアーカ
イブが構築されることとなる．また，授業内の利用を
超えてより広範な利用者へこのアーカイブを提供する
ことができれば，子ども教育に関わる教育者の現場で
の利用に寄与できるものと思われる．
７．今後の課題とまとめ
現行のKaltura CEおよびMoodle plugin における
以下の課題点について，開発コミュニティを通して改
善を目指していく．
 システムの安定性の改善
前述の通り現行版のKaltura CEには動作を不安
定にするバグが残る．その再現性などを検証する．
 Kaltura の日本語ローカライズ
KMCのメニュー等がLatin 文字に限定されてお
り，学生や一般の利用者を対象とした運用を想定
する場合，日本語を含む多言語へのローカライズ
を検討する必要がある．
 Moodle プラグインのデータベースモジュールで
の利用
Moodle には，柔軟にテーブル構造を定義し，レ
イアウトができるデータベースモジュールが存在
する．これにKaltura で管理する動画コンテン
ツを統合的に利用出来るようにすることで動画ア
ーカイブの一覧性が向上し．より柔軟な投稿サイ
トが構築できると思われる．
 HTML５対応によるFlash Video が利用できない
端末への対応
普及し始めたスマートフォンにおいて，Flash プ
レイヤーを搭載せず，よりオープンなHTML５の
video タグに対応する機種がある．今後の普及な
どを考慮する場合，これらでの動画閲覧は利便性
が高いと思われる．
 カメラ付携帯情報端末からの直接のアップロード
撮影からアップロードの一連の操作をいつでも場
所を問わず行なえることは可搬性が高く，より多
くの動画コンテンツの収集が可能となる．
ネットワークを介した情報の共有は，よりリッチで
多様なメディアで実現できるようになってきている．
またより手軽にいつでもどこででもそれらを得たり，
協働してより多彩な知識を生み出したりすることが可
能となった．今後これらを教育に生かしていくことで，
様々な問題解決の糸口となり得るのではないだろうか．
本研究で構築を目指すシステムがその一端を担うこと
ができるものと考える．
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